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  Sinequan （doxepin hydroch工oride）was administered to 8 psychosomatic condition with

ditficult urination， 19 bladder neurosis， 8 enuresis， 12 psycogenic impotence， 5 sexua！ neurosis，

and 4 psychogenic orchia工gia． The daily dosage was 30 mg（t． i． d．）． The young enuretic patients

received only 10 mg before sleep．

  In general， satisfactory clinical response xvas obtic ined． No side effects were observed except

for slight thurst and drowsiness in a few patients．

       は じ め に

 一般に，器質的病変があれぽそれに応じた身

体症状が発現するが，このさい心因性要因が大

きく影響して心身両面の症状を悪化させる場合

は少なくない．また心因性の原因で，あたかも

器質的病変に由来すると思われるような身体症

状を呈する場合，あるいは心身双方の原因が想

定されてひとつの疾患を形成する場合もあって

複雑である．

 泌尿器科領域においても，かかる病態をしめ

す疾患を経験することがしばしぼある．尿路系

では膀胱神経症，夜尿症，また前立腺肥大症の

ごとき排尿障害にもとつく精神身体症状などが

あり，男子性器系ではインポテンツ，性的神経

症，心因性睾丸痛などが代表的な疾患である．

 今回Pfizer社により開発されたSinequan

（dexepin hydrochloride）1）の提供をうけたの

で，本剤の主どして抗うつ，抗不安・緊張作用

を期待して6種類の泌尿器科疾患に使用したの

でその結果を報告する．

     対象症例および投与法

 症例は鹿児島大学附属病院泌尿器科を受診せる患者

で，Table 1のごとく排尿困難に伴う精神身体症状

をしめす8例，膀胱神経症19例，夜尿症8例，心因性

インポテンツ12例，性的神経症5例，心因性睾丸痛4

例の合計56例である．投与法は原則として，本剤の

比較的少量を使用することにし， 1日量を30mg

Table 1．対象疾患と症例数

疾 患 症例数

排尿障害に伴う精神身体症状

膀胱神経症

夜 尿 症

心因性インポテンツ

性的神経症

心因性睾丸痛

8例

工9例

8例

12例

5例

4例

合 計 56例
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（doxepin塩として）とし，10 mg錠を1日3回内服

せしめた．とくに夜尿症は若年者もあるので1日1

回，10mg錠を就寝前に投与した．

        使 用 成 績

 1．排尿障害に伴う精神身体症状（主として前立腺

肥大症）

 症例はTable 2のごとく8例で，年令は59才から

78才にいたる高令者で1例の尿道狭窄をのぞき他の7

例はすべて前立腺肥大症である．agingによる生理的

機能低下，例えば腎機能低下による夜間頻尿，下部尿

路通過障害による排尿困難に由来する残尿，頻尿のた

め夜間睡眠不足，疲労の要因が加わり種々の精神身体

症状が出現する場合が多い．排尿困難に対する泌尿器

科的治療をおこないながら，本剤を併用して，随伴す

る精神身体症状の早期改善を期待した．

 判定規準として，精神症状を‘‘元気がない”，‘‘ゆ

ううつ”，‘‘老化意識”，‘‘病識”，‘‘仕事に対する

無気力”の5項目を設定し，これらのうち3項目．以上

Q改善を有効とし，とくに身体症状としての食欲，睡

眠，性欲の3項目のうち2項目以上の改善がみられた

ものを著効として判定した．

 結：果はTable 2のごとくで，8例中著効4例，有

効1例で有効率62．5％であった．本剤の投与により，

精神身体症状の改善が早期にみられる傾向があった．

 2．膀胱神経症

 頻尿，排尿痛，残尿感，排尿時の不快感などを主訴

とするが，尿に他覚的所見なく，膀胱鏡的にも異常を

Table 2．排尿障害に伴う精神身体症状

症 例年井面 疾 副灯下畑島（日）圃欄併用薬斉州判定
1

2

3

4

5

6

7

8

MK
FK
IR
UT
KM
MT
KE
KN

59

76

59

7，s

76

59

66

61

剣髄腺月巴大症術後

男

男

男

男

男

男

男

前立腺肥大症

尿道狭窄

前立腺肥大症

1

前立腺肥大症

前立腺肥大症

前立腺肥大症術後

前立腺肥大症

2／5

2f5

4／5

5／5

3／5

3／5

3／5

2／5

Of3

1／3

2／3

2／3

2／3

2／3

1！3

2／3

3T×14
3TX7
3T×14
3T×50

3T×14
3TX7
’R．． 1 × ‘？一1

！T×84

（一）

ねむけ
（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

ウブレチツト
セルニルトン
ブジー
エビプロスタット

  （一）

エビプロスタット
ビタミンBl
ゲスターゲン

  （一）

ゲスターゲン
エビプロスタット

無効

無効

著効

著効

著効

著効

右効

無効

Table 3．膀胱神経症
症

TA
IW
MI
TO
IW
HI
YA
UA
MI
YA
SI
IJ
MI
HA
yo
su
KO
HA
UT

例陰令
1

2・

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

工3

14

！5

16

17

18

19

性殴与鯛㈲陣作刷併用薬剤 判  定

18

60

45

29

32

37

50

30

60

57

51

46

23

36

45

60

43

25

46

女

女

女

男

女

女

女

女

女

女

男

女

女

男

女

女

女

女

女

3TX2
3T×10
3TX7
3TX7
3TX9
3TX9
3TX6
3T×14
3T×14
3TX7
3T×！4
2 T’× 10

3T×30
3T×14
3T×12
3T×14

3TX7
3TX3
3，T×12．

ねむけ

 （一）

 （一）

 （一）

 （一）

 （一）

 （一）

 （一）

一ねむ囑

証暢
 （一）

 （一）

 （一）

 （一）

 （一）

 （一）

 （一）

ねむけ

口 渇．

サルファ剤
ウロピリジン
   （一）

サルファ剤
ウロピリジン
   （一）

   （一）

鋼包ホルモン．

卵胞ホルモン

   （一）

   （一）

サルファ剤
ウロピリジン
   （一）

   （一）

   （一）

サルファ剤
ウロピリジン
   （一）

サルファ剤
ウロピリジン
サルファ剤
ウロピリジン
   （一）

   （一）

無

有

有

漏

有

無

無

料

有

無

有

皇

宮

有

無

無

有

無

有

効

効

効

効

効

効

効

三

寿

即

効

高

塀

百

雷

効

効

効

効
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みとめない症例を対象として本剤を投与した．年令は

18才から60才にわたり総数19例で，男女比は3対16で

圧倒的に女子に多い．主訴とした自覚症状がすべて消

失したものを有効と判定し，部分的消失ないし副作用

を訴えて他剤に変更したものはすべて無効と判定し

た．結果はTable 3のごとくで19例中有効例は12例

（63．290）にみられ，7例は無効と判定された．

 3．夜尿症

103

 外来検査で器質的原因を除外しえた夜尿症患者8例

に使用した．年令は若く6才から20才で，本症は1日

1錠（10mg），就寝前に投与した．本剤内服により，

夜尿の消失したもの，あるいは明らかに夜尿日数の減

少したものを有効とした．結果はTable 4にしめし

たごとくで8例中4例（50，0％）に効果がみられた．

他の3例は無効で，／例の経過はその後来院せず不明

である．

Table 4．夜尿症
症

   

例 旨年令  性
  1

投与期間（日） 副 作 用 併用薬物 判  定

1 TO
2 KA
－3 N’A

4 TA
5 FN
6 UR
7 OG
8 MA

15

18

20

7

！7

！2

6

14

男

女

女

女

女

女

男

男

／T×30

1T×35
工T×！0

1T×14

1T×48
1TX7
白丁×21

1T×20

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

〈一）

（一）

（一）

有  効

無  効

無  効

無  効

有  効

不  明

有  効

有  効

 4． 心因性インポテンツ

 直接，性器系に関与する器質的変化はなく，種々の

外因が加わって発現したと思われる心因性インポテン

ツ症例12例に本剤を投与した．年令は27才から55才に

わたり，主として勃起不全を主訴とした．かんたんな

精神療法すなわち器質的原因ではないことを説得し

て，本剤を単独投与した．結果1よTable 5のごとく

で，12例中7例（58．3％）に効果をみとめた．効果の判

Tab］e 5．心因性インポテンツ

症例酬外因投納間離用瞭
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

工2

過不明のもの3例である．

 5． 性的神経症

 陰茎，写歴，陰毛などgenital areaの形態的異常を

過信，懸念し，神経症症状を訴えるもので比較的若年

者に多い．他覚的には異常のないいわゆる性的神経症

患者5例に本訴を投与した．インポテンツ患者同様，

器質的異常のないことを説明してのち，本剤を投与し

た．Tab／e 6にしめすごとく全例をつうじて投与期

間が短いが，5例中2例は有効と判定された．他の3

例はその後来院せず経過は不明である，

 6．心因性窒丸痛
Kl152「痴患懸念・T・！4

EH
TA
NO
UH
NT K

IU
MA
KU
HA
SA
OG

32－

30

45

55

33

39

28

42

27

55

30

三

新

外

外

．回

外

新

婚 3T×28

婚13T×14
帥丁・28．
傷  3TX7
婚 6T×21

例3T・1・
婚

疾患懸念
I

I外  傷
｛不 明

i外 傷．
1

     
・T・，・1（一）

3T×14 i（一）

3T・14「（＿）
    1

3T×14
3T×ア

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

口渇

（一）

有効

有効

無効

有効

不明

有効

不明

無効

不明

有効

有効

有効

Table 6．性的神経症

症例鯛投欄間㈹誹刷螺
1

2

3

4

5

KU
FK
SI
HS
KU

工7

20

30

39

23

3TX7
3TX7
3TX7
3TX5
3T×10

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

不明

有効

不明

不明

有効

Tab1e 7．睾：丸痛

症例年令撚網（・）副作刷効果

定については，性欲，勃起，射精の状態，性交回数など，

鹿大泌尿器科教室における基準を採用した2・3）．いず

れも性交可能となり，かつ比較的短期間に好結果を得

たことは注目に値する．無効2例，その後来院せず経

1 KI
2 TA
3 YU
4 IE

33

31

26

27

3TX5
3T×28
3T×12
3TX7

（一）

（一）

（一）

不明

有効

有効

（一）1不明
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 器質的に聖丸，副窒丸，精管に異常をみとめず，睾

丸の牽引痛を主訴とする患者4例に本剤を投与した．

Table 7 のごとく4例中2例は12日，28日投与で窒

丸痛は完全に消失した．他の2例は5日，7Hの投与

後来院せず脱落し，経過は不明である．

ま  と  め

 前立腺肥大症を主とする排尿困難に基因する

精神身体症状，器質的変化がなく膀胱症状を訴

える膀胱神経症，夜尿症，心因性インポテンツ

，性的神経症，心因性睾：丸痛など，心因性の要

因が関与する6種の泌尿器科疾患を対象として

Sinequanの効果を検討した．

 1．前立腺肥大症など尿路通過障害による排

尿困難のおよぼす心因的影響は大き’く，多くの

患者において老化意識はつよまり抑うつ状態に

なる傾向がある．本疾患に対するSinequan投

与の目的は泌尿器科的治療に併用し，患者の抱

く不安，抑うつ感を除去し，随伴する精神身体

症状の早期改善を期待することである．本剤の

抗コリン作用を考慮してとくに前立腺肥大症に

は排尿異常に関して注意深く観察したが，われ

われの使用した1日30mg投与ではreverse

effectはなく，8期中5例に目的を達した．無

効と判定した症例でも5項目の精神症状のうち

2項目は改善し，全例において本投与量では悪

影響はみちれなかった，

 2， 頻尿，排尿痛，排尿後不快感，残尿感な

どは，細菌性膀胱炎で代表される膀胱症状であ

るが，膀胱機能は心因的影響をうけやすく，か

かる症状を訴えるもののなかにはなんら器質的

病変のみられないものがある．すなわちemoti－

onal tension， anxietyなどに基因するもので，

とくに婦入に多い．ホルモン異常，月経，性交

なども誘因となるが，誘因の明らかでない場合

も少なくない．このような膀胱神経症に対する

効果は19例中12例（63．2％）に有効で，本剤の

適応疾患と考える．

 3，夜尿症の原因は複雑であるが，外来患者

で器質的病変のみられない8例に投与したが，

1日1回投与で4例に夜尿の完全消失または回

数のあきらかな減少がみられた．

 4． インポテンツを主訴とする患者の約70％

は心因性のもので，これら器質的変化のない心

因性インポテソッユ2例に本剤を投与した．これ

らの患者は性器系に対するanxiety， fear，

doubtをもち， psychoneuroticな背景が主因

となっているもので，本剤の効果がもっとも期

待される疾患である．12例中7例（58．3％）に

効果がみられpotencyを回復したことは注目

に値する．投与期間を延ばし，定期的に説得支

持すれぽさらICよい治療結果が得られるものと

思われる．

 5．性的神経症，睾丸痛なども明らかに心因

性のもので．従来，説得療法を主体としたが．

本剤の抗不安作用はわれわれの説得療法を容易

にするものと考えられる．

 6，われわれの投与量は比較的少量のため

か，副作用は56例中7例に口渇あるいはねむけ

がみられたにすぎない．いずれも軽度で障害は

なかった．
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